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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。 本冊子は12,000部作成し1部あたりの単価は231円です。

発行＝宮城県（産業人材対策課）
編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社

広告

次号予告 オガーレ！ACE Vol.21は､2019 年 7月発行予定です。

ものづくりマイスター制度

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

学びの環境づくりから未来の人材育成へ！

実技指導では、和やかな雰囲気づくりを意識
して、生徒と 「できた喜びをともに分かち合
う」 ことができるように心掛けています。努
力は決して嘘をつきません。根気強く練習し
て身に付けた力と経験が、きっと良い結果に
導いてくれるはずです。

【指導内容】　企業・団体の若手人材に向けた技能競技大会の課題
または技能検定の実技課題等を活用した実技指導

【指導期間】　１人最大20回まで（１回３時間まで）
【費　　用】　ものづくりマイスターに対する謝金、旅費、材料費

【上限2,160円／人（税込）】は、宮城県技能振興コー
ナーが負担します。

【これまでの受け入れ職種】
建築大工、建築板金、機械検査、プラスチック成形、機械加工、
建具製作　等

ものづくりマイスターが
若手社員に実技指導

応募は随時受け付けております

本年度４回にわたり、ものづくりマイスターが株式会社
四戸（気仙沼市）で、建具製作の実技指導を行いました。
この日、同社を訪れた亀井富保ものづくりマイスター
が、建具製作（木製建具機械加工作業）２級の技能検
定合格を目指す横山昌平さんに、木製建具機械加工の
ノウハウを伝授しました。

まずは、
宮城県技能振興コーナー

までお問い合わせください。
TEL.022-727-5380
FAX.022-727-5381

若い社員に対して丁寧にご指導いただき、
安心して社員の指導をお任せすることがで
きました。また、複数のものづくりマイス
ターを派遣していただきながら、技能検定
に必要なノウハウをはじめ、実際の仕事に
役立つ裏技なども教えていただき大変感謝
しています。社員に自信が生まれ、職場へ
の定着にもつながると期待しています。

株式会社四戸 代表取締役　横山 芳平さん

マイスタ
ー

の声 ものづくりマイスター　亀井 富保先生

宮城県技能振興コーナー

道具の扱い方から指導をいただいたこと、できるようになる
まで我慢強く教えていただいたことで、少しずつですが技術
が身に付いていると実感しています。私の質問にも的確な答
えやアドバイスを返していただき、会話をしながら楽しく学
んでいます。
建具の製作を本格的に初めて 2 年。家具製作（家具手加工作
業）３級に合格したので、次のステップとして建具製作 2 級
に挑戦しています。これからも、たくさんの技能を習得して
成長したいです。

ものづくりマイスターの
根気強い指導と
的確なアドバイスで
楽しく技術を学んでいます。

横山 昌平さん

社長の声

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

        仕事図鑑

ものづくりに
かける

特集

ACEに聞く
株式会社東京ダイヤモンド工具製作所
宮城県白石工業高等学校

特別企画

日本積層造形株式会社
ようこそ宮城へ！

プラスエンジニアリング株式会社
仙台事業所

鈴木 沙紀さん

みやぎものづくり女子

すず　    き さ き

泰光住建株式会社
赤間 晃治さん

あすを拓く

あか　   ま こう    じ

技の肖像
塗師
菅野 裕喜さん

かん　　の ゆう　　き
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ものづくりにかける

日本積層造形株式会社　
ようこそ宮城へ！
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生産技術

モリタ宮田工業株式会社　栗原工場
及川 美紗さん

［CASE.1］

お い か わ  み    さ

設計開発

株式会社プラモール精工
本田 衛さん

［CASE.2］

ほん　だ まもる

製造

夏目 真帆さん

［CASE.3］

な つ　 め ま　　ほ

株式会社中央製作所

生産管理

東北アシダ音響株式会社
伊藤 雄太さん

［CASE.4］

い  と う ゆ う  た

あ か 　ま

鈴木 沙紀さん

プラスエンジニアリング株式会社
仙台事業所

みやぎものづくり女子 

す ず 　き さ 　 き

こ う 　 じ

塗師
技の肖像21

菅野 裕喜さん
か ん  の ゆ う  き

　
宮
城
県
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
製
品
が
作
ら
れ
、
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の
か̶

̶

。
現
場
で
働
く
４
人
の
エ
ー
ス
の
姿
と
生

の
声
か
ら
、
宮
城
の
も
の
づ
く
り
の
「
い
ま
」
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集
｜
仕
事
図
鑑

も
の
づ
く
り
に
か
け
る

モリタ宮田工業株式会社　栗原工場
及川 美紗さん

株式会社プラモール精工
本田　衛さん

株式会社中央製作所
夏目 真帆さん

東北アシダ音響株式会社
伊藤 雄太さん

日
本
積
層
造
形
株
式
会
社
は
、
大
手
総
合
商
社
の
双
日

株
式
会
社
（
東
京
都
）
と
、
日
本
の
積
層
造
形
分
野
の
草

分
け
的
存
在
で
あ
る
株
式
会
社
コ
イ
ワ
イ
（
神
奈
川
県
）

が
出
資
し
、
２
０
１
７
年
10
月
に
設
立
し
た
会
社
で
す
。

社
名
で
も
あ
る
積
層
造
形
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
用
い
た
も
の
づ
く
り
で
、
当
社
で
は
金
属

材
料
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使

し
て
金
属
製
品
の
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
一
層
毎

に
積
層
し
て
立
体
物
を
造
形
す
る
技
術
で
、
３
次
元
モ
デ

ル
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

形
状
の
部
品
で
も
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、一
層
分
（
約
30
～
１
０
０
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
）
の
金
属
粉
末
を
敷
き
詰
め
、
ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を

元
に
熱
源
と
な
る
電
子
ビ
ー
ム
や
レ
ー
ザ
を
照
射
。
金
属

粉
末
の
溶
融
・
凝
固
を
繰
り
返
し
行
う
事
で
造
形
物
を
完

成
さ
せ
ま
す
。
航
空
・
宇
宙
分
野
の
エ
ン
ジ
ン
周
辺
部
品

や
、
医
療
分
野
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
高
い
精
度
が
求
め

ら
れ
る
市
場
で
需
要
が
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。

積
層
造
形
の
強
み
は
、
①
複
数
の
中
間
部
品
や
工
程
に

分
か
れ
て
い
た
金
属
製
品
の
製
造
工
程
を
簡
素
化
で
き
る
。

②
従
来
工
法
で
は
不
可
能
だ
っ
た
複
雑
な
形
状
の
製
品
製

造
が
で
き
る
た
め
、
自
由
な
製
品
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
。

③
将
来
的
に
は
、
材
料
と
プ
リ
ン
タ
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

金
属
製
品
が
製
造
で
き
る
た
め
、
中
間
在
庫
の
削
減
や
、

地
産
地
消
に
よ
る
輸
送
の
削
減
も
期
待
で
き
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
は
積
層
造
形
分
野
に
お
い
て
欧

米
や
中
国
に
比
べ
て
出
遅
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
金
属
積
層
の
技
術
を
定
着
・
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

プ
リ
ン
タ
装
置
、
粉
末
材
料
、
造
形
技
術
を
総
合
的
に
理

解
し
、
製
造
現
場
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
、
宮
城
県
や
東
北
大
学
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
東
北
・

宮
城
の
地
に
新
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
革
命
と
い
わ
れ
る
金
属
積
層
造
形
に
よ
る

製
造
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
、
新
た
な
製
品
開
発
が
行
わ

れ
て
い
る
中
で
、
も
の
づ
く
り
大
国・日
本
を
支
え
る
メ
ー

カ
ー
各
社
が
引
き
続
き
世
界
中
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
わ

が
社
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
で
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
想

い
で
事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

所  在  地／多賀城市八幡一本柳 3-8
	 https://www.jampt.jp/ 
代表取締役社長／保田　憲孝
資  本  金／ 4 億 8,232 万円
従業員数／ 16 人（2019 年 1 月現在）
事業内容／ �AM 用金属粉製造販売、金属 AM 受託

造形サービス、金属 AM による実用品・
量産品開発

日
本
積
層
造
形
株
式
会
社
（
多
賀
城
市
）

オガーレ！ ACE Vol.20  1



は
、
各
工
程
の
作
業
内
容
や
作
業
者
の
要
望
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
、
直
接
現
場
を
訪
れ
、
得
ら
れ

た
意
見
や
情
報
を
も
と
に
、
設
備
の
改
善
や
新
し

い
設
備
の
導
入
を
検
討
す
る
。
こ
う
し
て
、
作
業

の
安
全
性
や
生
産
効
率
、
製
品
の
品
質
向
上
に
つ

な
げ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
課
の
先
輩
や
現
場
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
」

高
校
卒
業
後
に
も
の
づ
く
り
の
道
へ

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
に
進
学

　

及
川
さ
ん
が
働
く
栗
原
工
場
で
は
、
ア
ル
ミ
製

蓄
圧
式
消
火
器
「
ア
ル
テ
シ
モ
」
を
一
貫
生
産
し

て
い
る
。

　

ア
ル
ミ
製
の
本
体
容
器
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

業
務
用
消
火
器
の
10
型
ク
ラ
ス
で
は
業
界
初
と
な

る
、
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
台
の
軽
量
化
を
実
現
。
女
性

や
高
齢
者
で
も
扱
い
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
溶

接
部
が
無
い
一
体
成
型
の
容
器
は
、
経
年
劣
化
に

よ
る
ガ
ス
も
れ
の
リ
ス
ク
を
大
幅
に
減
ら
し
、
安

全
性
が
向
上
し
た
。
独
特
の
質
感
と
美
し
い
フ
ォ

ル
ム
の
本
体
容
器
に
は
、
か
つ
て
自
転
車
の
フ

レ
ー
ム
製
造
を
手
掛
け
て
い
た
同
社
の
前
身
企
業

が
培
っ
た
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

安
全
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
ア
ル
テ
シ
モ

は
、
商
業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
、
病
院
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
置
か
れ
、
業
務
用
消
火
器
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

高
校
生
の
頃
か
ら
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、

数
学
も
得
意
だ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ケ
ジ
ョ
」

の
及
川
さ
ん
。「
も
の
づ
く
り
の
仕
事
に
就
こ
う

と
真
剣
に
考
え
始
め
た
の
も
高
校
生
の
時
で
し

た
」
と
話
す
。

　

登
米
高
等
学
校
の
普
通
科
を
卒
業
し
、
本
格
的

に
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
東
北
職
業

能
力
開
発
大
学
校
（
栗
原
市
・
以
下
、
東
北
能
開

大
）
の
電
子
情
報
技
術
科
に
進
学
し
た
。「
電
子

回
路
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
知
識
が
あ
れ
ば
、
将
来
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
で
応

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

東
北
能
開
大
で
の
授
業
や
実
習
を
通
し
て
、
め

き
め
き
と
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
及
川
さ
ん
は
、

卒
業
後
に
同
社
に
入
社
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
環
境
改
善
に
貢
献

生
産
設
備
の
開
発
を
担
当

　

独
特
の
ツ
ヤ
と
透
明
感
を
持
つ
赤
が
印
象
的
。

見
る
角
度
に
よ
っ
て
深
み
を
増
し
た
り
鮮
や
か
に

な
っ
た
り
と
表
情
を
変
え
る
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

レ
ッ
ド
」
で
塗
装
を
終
え
た
ば
か
り
の
ボ
ト
ル
が
、

次
々
と
ラ
イ
ン
上
を
流
れ
る
。
こ
れ
ら
デ
ザ
イ
ン

性
に
富
ん
だ
ボ
ト
ル
が
、
最
終
的
に
消
火
器
に
な

る
と
い
う
の
だ
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

　

塗
装
工
程
か
ら
次
の
工
程
へ
と
自
動
的
に
運
ば

れ
て
い
く
ボ
ト
ル
に
視
線
を
送
る
及
川
美
紗
さ
ん

は
、「
こ
の
設
備
の
開
発
に
は
私
が
関
わ
り
ま
し

た
。
稼
働
が
始
ま
っ
た
設
備
に
つ
い
て
も
、
正
確

に
動
作
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。

　

消
火
器
や
消
火
設
備
の
製
造
を
手
掛
け
る
モ
リ

タ
宮
田
工
業
株
式
会
社
の
生
産
技
術
課
に
所
属
す

る
及
川
さ
ん
は
、
現
在
入
社
５
年
目
。
生
産
設
備

の
開
発
か
ら
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
至
る
ま
で
幅
広
い
業
務
を
担
当
し
、
消
火
器

の
製
造
を
支
え
て
い
る
。

　
「
私
の
仕
事
は
、
電
気
系
と
機
械
系
の
両
方
の

知
識
と
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
火

器
製
造
に
関
す
る
す
べ
て
の
工
程
に
関
す
る
知
識

が
必
要
で
す
」

　

同
社
の
工
場
で
は
、
ア
ル
ミ
製
ボ
ト
ル
の
消
火

器
本
体
容
器
へ
の
成
型
か
ら
塗
装
、
消
火
薬
剤
や

ガ
ス
の
充
て
ん
、
圧
力
ゲ
ー
ジ
の
検
査
、
ハ
ン
ド

ル
レ
バ
ー
の
取
り
付
け
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
工
程
で

消
火
器
製
造
に
特
化
し
た
生
産
設
備
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
及
川
さ
ん
ら
生
産
技
術
課
の
メ
ン
バ
ー

高品質・高性能な消火器を製造
人々の安心安全な暮らしを守る
生産技術

及
お い

川
か わ

 美
み

紗
さ

さん（25 歳）
モリタ宮田工業株式会社　栗原工場（栗原市）

仕事
図鑑
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所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

企業情報

モリタ宮田工業株式会社
／本社：東京都江東区有明 3-5-7 TOC 有明ウエストタワー 19 階
　栗原工場：栗原市志波姫南郷蓬田西 3-2
　TEL 0228-25-2111
　http://www.moritamiyata.com/
／田中　幸男
／1 億円
／ 2014 年 7 月
／ 390 人（2018 年 3 月現在）
／消火器を中心とした消火関連機器、消火装置、その他各種防

災機器・設備の開発・製造・販売
／当社は、心を込めたモノづくりと、絶えざる技術革新によって
『安全で住みよい豊かな社会』に貢献し、真摯な企業活動を通
じて社会との調和を図ります。

アルミ製蓄圧式消火器 「アルテシモ」 ができるまで
2013年に稼働した
栗原第二工場では、
2016年に容器工場を増設。
「アルテシモ」 の一貫生産が
行われています。

2013年に稼働した
栗原第二工場では、
2016年に容器工場を増設。
「アルテシモ」 の一貫生産が
行われています。

アルミ製ボトルを
本体容器へ成型

アルミ材料
（スラグ）

ガス充てん

リ
ー
ク（
ガ
ス
も
れ
）検
査

洗
浄
・
表
面
処
理

ラベル貼付 圧力ゲージ
組付

消火薬剤
充てん

ハンドルレバー
ホース取付

塗　装

完　成

古
い
消
火
器
か
ら
回
収
し
た
消
火

薬
剤
も
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
活
用
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作
業
者
の
「
あ
り
が
と
う
」
が

一
番
の
原
動
力
で
す

生産設備の制御プログラムの確認をする及川美紗さん



積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

先
輩
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る

　

工
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
回
り
、
３
カ
月
か

け
て
消
火
器
製
造
に
つ
い
て
一
通
り
学
ん
だ
後
、

本
格
的
に
生
産
設
備
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
東
北

能
開
大
で
学
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知
識
を
生

か
し
、
制
御
回
路
の
作
成
で
即
戦
力
と
し
て
実
力

を
発
揮
。
そ
の
一
方
で
、
及
川
さ
ん
が
苦
労
し
た

の
が
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た

と
い
う
。

　

課
内
で
は
紅
一
点
。
製
造
現
場
に
は
女
性
が
た

く
さ
ん
働
い
て
い
た
が
、
一
番
年
の
近
い
先
輩
で

も
30
代
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
及
川
さ
ん
と
一
回

り
以
上
も
歳
が
離
れ
て
い
た
。

　
「
人
見
知
り
だ
か
ら
と
消
極
的
に
な
っ
て
い
て

は
仕
事
が
出
来
な
い
。
何
と
か
し
な
く
て
は
！
」

と
思
っ
た
及
川
さ
ん
は
、
ま
ず
昼
休
み
に
食
堂
で

お
弁
当
を
囲
む
先
輩
た
ち
の
輪
に
入
っ
て
話
し
か

け
た
。
職
場
で
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
も
意
識
し
、

少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

２
年
目
に
は
、
新
し
く
導
入
す
る
設
備
の
開
発

チ
ー
ム
に
参
加
。
頻
繁
に
現
場
に
足
を
運
び
、
担

当
者
か
ら
話
を
聞
い
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、

と
こ
と
ん
質
問
し
て
設
計
に
生
か
し
た
。

　

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
で
は
、
修
正
や
調
整

が
繰
り
返
さ
れ
る
。
導
入
ま
で
数
カ
月
間
、
大
き

な
設
備
で
は
１
年
か
け
て
試
行
錯
誤
の
日
々
が
続

く
と
い
う
。「
目
標
の
期
限
が
迫
る
中
、設
備
メ
ー

カ
ー
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
も
大
変
で
し
た
。

苦
労
し
た
分
、
無
事
に
導
入
で
き
た
時
の
喜
び
と

達
成
感
は
格
別
で
す
」
と
及
川
さ
ん
は
話
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
支
え

消
火
器
製
造
の
や
り
が
い
を
共
有
し
た
い

　

設
備
の
導
入
後
も
現
場
を
見
回
り
、
現
場
の

様
子
や
担
当
者
の
意
見
を
も
と
に
改
善
す
る
こ

と
も
、
及
川
さ
ん
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ
だ
。

　
「
以
前
よ
り
作
業
が
楽
に
な
っ
た
よ
」「
あ
り

が
と
う
、
助
か
っ
て
ま
す
」
と
現
場
の
人
た
ち

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
感
謝
の
声
と
信
頼
感
が
、
及

川
さ
ん
の
自
信
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
ん
で
い
る
。

　
「
現
場
の
み
な
さ
ん
が
、
安
全
で
安
心
し
て

作
業
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
生
産

技
術
を
担
当
す
る
私
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
私
も
消
火
器
の
製
造
に
参
加
し
て
い
る
気

持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
、
生
産
設
備
に
関
す
る
業
務
を

通
し
て
も
の
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
意
気
込

む
及
川
さ
ん
。「
そ
れ
に
は
ま
だ
ま
だ
ス
キ
ル
が

足
り
ま
せ
ん
。
特
に
機
械
の
知
識
を
も
っ
と
身

に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
飽
く
な
き
向
上
心
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
。

C A S E   

01
仕事
図鑑

高品質・高性能な消火設備で
人々の安心安全な暮らしを守る
生産技術

及川 美紗さん（25 歳）
モリタ宮田工業株式会社　栗原工場（栗原市）

12:00

昼
食

自
分
で
作
っ
た
弁
当
を
食
堂
で
食
べ
る
。同
僚
と
の
お
し
ゃ

べ
り
が
弾
む

12:45

動
作
確
認

作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
仕
様
通
り
に
機
能
す
る
か
確
認

す
る

15:00

現
場
ヒ
ア
リ
ン
グ

稼
働
し
た
ば
か
り
の
設
備
に
問
題
が
な
い
か
、
現
場
作
業

担
当
者
に
状
況
を
確
認
す
る

16:00

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
修
正

動
作
確
認
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
不
具
合
が
見
つ
か
れ
ば
修

正
し
て
改
善
す
る

17:10

終
業

8:30

朝
礼

ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
課
ご
と
に
集
ま
り
、
そ
の
日
の
予
定
な

ど
の
情
報
を
共
有
す
る

8:50

イ
ン
フ
ラ
の
点
検

工
場
内
の
電
気
・
ガ
ス
設
備
や
ボ
イ
ラ
ー
の
状
態
、
水
道

の
水
質
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

9:30

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

生
産
設
備
の
動
作
を
制
御
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る

及
川 

美
紗
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

パソコンを使って設備を制御するプログラムを作成する 製造現場で作業担当者に設備についてヒアリングする

設備メーカーとの打合せ。仕様やスケジュールなどについて話し合う

ボイラー設備の点検を行う。工場インフラの点検は、最
初に取り掛かる業務だ

現場の担当者から設備の不具合の連絡を受けると、すぐに駆け付け状況を聞く

工場内に展示されている「アルテシモ」のサンプル。サイズのバリエーション
はもちろん、オリジナルラベルが貼られた製品が並ぶ

　

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
で
情
報
系
の
勉
強
を
し
て
き
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
強
さ
を
発
揮
し

て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
弱
点
で
あ
る
機
械
系
に
つ
い

て
も
、
足
り
な
い
部
分
を
先
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
り
、
自

分
で
知
識
を
深
め
る
努
力
を
し
た
り
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
結
果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
課

内
の
女
性
は
及
川
さ
ん
一
人
だ
け
と
い
う
職
場
で
、
本
当
に
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
現
場
で
作
業
す
る
み
な
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
自
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
安
全
性
と
生
産
性
向

上
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
は
目
の
前
の
こ
と
で
精
一
杯
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
「
私
た
ち
は
防
災
機
器
メ
ー
カ
ー
の
一
員
と
し
て
、
人
の
命
を

守
る
製
品
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
使
命
を
認
識
し
て
、

仕
事
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

苦
手
分
野
を
努
力
で
カ
バ
ー
す
る
頑
張
り
に
感
心

「
人
の
命
を
守
る
」
も
の
づ
く
り
を
志
し
て

生産技術課
課長代理

尾形 伸市さん

に上司
聞
く

　

私
は
高
校
ま
で
に
学
ぶ
こ
と
す
べ
て

が
、
社
会
人
に
必
要
な
ス
キ
ル
の
基
礎
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
仕
事
に
就
い
た
私
に
と
っ

て
、
数
学
で
学
ん
だ
三
角
関
数
や
連
立
方

程
式
は
い
ま
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

英
語
は
、
工
業
系
の
専
門
用
語
を
理
解
す

る
と
き
に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
人
に
と
っ
て

は
、
絶
対
に
必
要
な
ス
キ
ル
で
す
。

　

文
系
の
教
科
が
不
得
意
だ
っ
た
私
は
、

国
語
力
の
大
切
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
て

い
ま
す
。
報
告
書
や
メ
ー
ル
を
作
成
す
る

時
、
ど
う
し
た
ら
相
手
に
分
か
り
や
す
く

伝
わ
る
文
章
を
書
け
る
の
か
が
課
題
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
、
学
校
で
学
ん
で
い
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
絶
対
に
役
に
立
つ
と
い

う
こ
と
を
意
識
し
て
、
日
々
の
勉
強
を
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の
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て
い
る
と
い
う
。　

　
「
も
し
、
自
分
が
担
当
す
る
な
ら
ど
ん
な
機
械

を
使
っ
て
ど
う
加
工
し
て
い
く
か
。
頭
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
」

独
自
の
ア
イ
デ
ア
と
不
屈
の
精
神
で

「
不
可
能
」
を
「
可
能
」
に
す
る
会
社

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
に
使
う
金
型
を
設
計

す
る
場
合
、
製
品
の
「
型
」
と
な
る
部
分
以
外
に

も
、
樹
脂
を
一
定
の
速
さ
で
流
し
込
む
た
め
の
通

り
道
や
、
金
型
内
部
で
発
生
し
た
ガ
ス
を
抜
く
穴

な
ど
複
雑
な
構
造
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

い
か
に
樹
脂
を
ス
ム
ー
ズ
に
金
型
へ
流
す
こ
と

が
で
き
る
か
。
そ
し
て
、
内
部
に
た
ま
っ
た
ガ
ス

を
確
実
に
外
へ
逃
が
す
こ
と
が
で
き
る
か
。「
製

品
の
成
形
不
良
の
低
減
や
生
産
性
向
上
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
」
と
本
田
さ
ん
も
話
す
こ
れ
ら
の

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
ア
イ
テ
ム
が
、「
ガ
ス
ト
ー

ス
」
な
ど
の
自
社
製
品
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
、
２
０
１
０
年
の
「
ガ
ス
ト
ー
ス
」

の
発
売
以
来
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
金
型
部
品
を
続
々

と
発
表
。
宮
城
県
内
で
生
産
さ
れ
た
特
に
優
れ
た

工
業
製
品
の
証
で
あ
る「
み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」

の
認
定
を
４
度
も
受
け
て
い
る
。

　

本
田
さ
ん
は
、「
難
し
い
金
型
設
計
の
依
頼
を

受
け
た
と
き
、
た
と
え
無
理
だ
と
感
じ
て
も
、
最

初
か
ら
『
で
き
な
い
』
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
解
決

方
法
を
可
能
な
限
り
考
え
ま
す
」
と
語
る
。
そ
の

力
強
い
言
葉
か
ら
、
独
創
的
な
発
想
と
決
し
て
諦

め
な
い
意
志
で
多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
き
た

同
社
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
う
か
が
え
た
。

ワ
イ
ヤ
加
工
機
の
壁
を
乗
り
越
え

機
械
加
工
の
ス
キ
ル
を
磨
く

　

本
田
さ
ん
は
、
黒
川
高
等
学
校
の
電
子
機
械
科

（
当
時
）
で
、
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
部

活
動
で
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
場
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
制
作
に
の
め
り
込
ん
だ
と
い
う
。

　
「
仲
間
と
一
緒
に
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に

部
品
を
加
工
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
た
時
。

実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
い
た
時
。
そ
し
て
、
コ
ン

テ
ス
ト
で
対
戦
相
手
に
勝
利
し
た
時
。
そ
の
す
べ

て
が
魅
力
で
し
た
ね
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

授
業
や
部
活
動
で
学
ん
だ
機
械
加
工
の
経
験
を

金
型
や
治
具
な
ど
の
設
計
を
担
当

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
一
貫
生
産
を
支
え
る

　
「
こ
れ
は
、
金
型
の
部
品
を
作
る
時
に
使
用
す

る
治
具
で
、
私
が
設
計
し
ま
し
た
。
最
後
の
調
整

が
終
わ
っ
た
後
、
マ
シ
ン
に
セ
ッ
ト
し
て
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
部
品
を
加
工
し
て
い
き
ま
す
」

　

自
ら
開
発
を
手
掛
け
た
治
具
を
楽
し
そ
う
に
眺

め
な
が
ら
、
株
式
会
社
プ
ラ
モ
ー
ル
精
工
で
働
く

本
田
衛
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

治
具
と
は
、
加
工
や
組
立
て
な
ど
の
工
程
で
、

部
品
や
工
作
物
を
固
定
し
、
工
具
な
ど
の
作
業
位

置
を
ガ
イ
ド
す
る
た
め
に
用
い
る
も
の
。
も
の
づ

く
り
の
効
率
ア
ッ
プ
や
品
質
向
上
の
た
め
に
欠
か

せ
な
い
補
助
器
具
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｔ
機
器
に
使
わ
れ
る
コ
ネ
ク
タ
ー
部
品
の
よ

う
に
小
型
で
複
雑
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
品

を
製
造
す
る
同
社
は
、
精
密
金
型
の
設
計
・
製
作

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
成
形
ま
で
一
貫
生
産
す

る
高
い
技
術
力
を
強
み
と
し
て
い
る
。
本
田
さ
ん

が
所
属
す
る
商
品
開
発
課
で
は
、
金
型
や
治
具
の

ほ
か
、
自
社
製
品
の
設
計
と
開
発
を
担
当
し
て
い
る
。

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
届
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
設
計
図
か
ら
、
高
品
質
な
製
品
を
効
率
良
く
量

産
で
き
る
よ
う
な
金
型
の
構
造
を
考
え
、
設
計
図

に
起
こ
す
。
ま
た
、
金
型
の
加
工
に
効
果
的
な
治

具
を
考
え
る
。
こ
う
し
て
、
本
田
さ
ん
が
作
成
し

た
設
計
図
を
も
と
に
、機
械
加
工
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
金
属
を
加
工
し
て
金
型
や
治
具
を
完
成
さ
せ
る
。

　

本
田
さ
ん
自
身
も
、
か
つ
て
機
械
加
工
に
携

わ
っ
て
い
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
、
加
工
し
や
す
い
よ
う
な
設
計
を
心
掛
け

所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

企業情報

株式会社プラモール精工
／富谷市鷹乃杜 4-3-5
　TEL 022-348-1250
　http://www.plamoul-seiko.co.jp/
／脇山　高志
／ 7,000 万円
／1983 年 10 月
／45 人（2019 年 3 月現在）
／プラスチック射出成形、金型設計・製作、自社製品（ガストー

ス等）製作・販売
／人づくりを基本とし，何事にも先見性を以て信頼度一番の企

業を作る

優れモノを続々発明　株式会社プラモール精工のオリジナル製品
　同社が培ってきたプラスチック射出成型のノウハウを結集した、さまざまな自社製品が、業界の課題解決に貢献して
います。これまで４つの製品が、「みやぎ優れＭＯＮＯ認定」 を受けています。
　同社が培ってきたプラスチック射出成型のノウハウを結集した、さまざまな自社製品が、業界の課題解決に貢献して
います。これまで４つの製品が、「みやぎ優れＭＯＮＯ認定」 を受けています。

プラスチック射出成形時に
樹脂から発生するガスを抜
く 「ガス抜きピン」。成形品
を金型から押し出すピン先
端面にガスを抜くための細
い溝穴を設けることで、製
品を安定して成形すること
ができます。

第 4回認定（2012年）ガストース
金型内のガスや空気を抜く
ための排気口を 1000 分の
5 ミリ単位で調節できる装
置。これまでよりはるかに
調整が楽になり、金型への
プラスチック樹脂のスムー
ズな充てんが可能になりま
した。

第 5回認定（2013年）エアトース

スプルーブシュとは、ノズ
ルから射出された溶解プラ
スチックを金型に送る部品。
プラスチック射出成形中に
スプルーブシュの先端（ノ
ズル側）から糸状に樹脂が
長く伸びてしまう 「糸引き」
を防止します。

第 10回認定（2018年）ラジエタースプルーブシュ
プラスチック射出成形金型に
組み込まれ、製品部に樹脂が
流れ込む入り口（ゲート）部
に使用される金型部品。ゲー
ト穴を複数設けることで、射
出成形品の品質と生産効率
アップが望めます。

第 9回認定（2017年）レボゲート
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自
分
な
ら
ど
う
加
工
す
る
だ
ろ
う
。

問
い
か
け
な
が
ら
想
像
す
る

アイデアが光る自社製品で
プラスチック射出成形に革命を起こす
設計開発

本
ほ ん

田
だ

 衛
まもる

さん（25 歳）
株式会社プラモール精工（富谷市）
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金型部品の機械加工に使う治具の調整をする本田衛さん



生
か
せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
、
就
職
先
に
同
社

を
選
ん
だ
本
田
さ
ん
。
入
社
後
、
機
械
加
工
部
門

に
配
属
さ
れ
る
と
、
初
め
て
扱
う
ワ
イ
ヤ
加
工
機

が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。

　

ワ
イ
ヤ
加
工
機
は
、
ワ
イ
ヤ
に
電
気
を
通
し
、

電
気
の
熱
で
金
属
を
溶
か
し
て
切
り
抜
い
て
い
く
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
あ
ら
か
じ
め
機
械
に
数
値
デ
ー

タ
を
入
力
し
て
自
動
で
加
工
を
行
う
た
め
、
高
校

で
扱
っ
て
い
た
直
接
操
作
が
必
要
な
普
通
旋
盤
や

汎
用
フ
ラ
イ
ス
盤
と
の
勝
手
の
違
い
に
戸
惑
っ
た

と
い
う
。

　
「
最
初
の
設
定
が
う
ま
く
い
か
ず
、
機
械
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
て
し
ま
い
、
工
期
の
遅
れ
や
不
良
品

を
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
ミ
ス
に
も
め
げ
ず
、
本
田
さ
ん
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
隅
々
ま
で
目
を
通
し
、
先
輩
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
ワ
イ
ヤ
加

工
を
も
の
に
し
て
い
っ
た
。「
一
人
の
力
で
初
め

て
加
工
が
で
き
た
時
の
達
成
感
は
、
い
ま
で
も
覚

え
て
い
ま
す
」
と
本
田
さ
ん
は
話
し
た
。

　

本
田
さ
ん
が
加
工
に
携
わ
っ
た
金
型
は
、
同
社

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
金

型
が
完
成
し
た
喜
び
に
加
え
、「
そ
の
金
型
を
使
っ

て
製
品
が
生
み
出
さ
れ
る
瞬
間
に
も
立
ち
会
え
る

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

設
計
開
発
の
道
へ
の
挑
戦

後
輩
の
指
導
に
も
力
を
注
ぐ

　

お
よ
そ
５
年
間
、
マ
シ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
経
験
を
積
ん
だ
本
田
さ
ん
は
、
１
年
半
ほ
ど
前

に
、
上
司
か
ら
設
計
開
発
部
門
へ
の
異
動
の
打
診

を
受
け
た
。
も
の
づ
く
り
の
さ
ら
に
深
い
分
野
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
。
そ

う
考
え
た
本
田
さ
ん
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の

挑
戦
を
決
め
た
。

　

金
型
や
治
具
の
設
計
で
は
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア

を
取
り
入
れ
、
技
術
的
な
こ
と
や
工
期
、
費
用
な

ど
に
つ
い
て
機
械
加
工
の
担
当
者
か
ら
意
見
を
求

め
て
い
る
。
設
計
図
の
修
正
と
試
作
を
重
ね
て
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
理
想
の
金
型
や
治
具
を
目
指
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
田
さ
ん
は
か
つ
て
の
職
場
で

あ
る
機
械
加
工
部
門
で
働
く
後
輩
の
指
導
も
担
当

し
て
い
る
。

　
「
同
じ
説
明
で
も
、
人
に
よ
っ
て
捉
え
方
が
違

い
ま
す
。
人
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
し
、
入
社
当
時
の
私
に

先
輩
た
ち
は
上
手
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ん
だ

な
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
」
と
話
す
本
田
さ

ん
は
、
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
当
時
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
自
分
の
力
だ
け
で
金
型
の
設
計
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
も
っ
と
幅
広
い
分
野

で
活
躍
し
た
い
！
」
と
強
い
決
意
を
胸
に
、
本
田

さ
ん
は
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
後
輩
の
指
導
に

奮
闘
し
て
い
る
。

アイデアが光る自社製品で
プラスチック射出成型に革命を起こす
設計開発

本田 衛さん（25 歳）
株式会社プラモール精工（富谷市）
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機
械
加
工
部
門
に
い
た
頃
か
ら
、
自
分
で
よ
く
考
え
て
物
を
作

る
こ
と
が
得
意
だ
っ
た
本
田
君
は
、
今
の
部
署
に
異
動
し
て
か
ら

も
、
こ
ち
ら
が
黙
っ
て
い
て
も
次
々
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
る

頼
も
し
い
若
手
で
す
。

　

社
内
の
誰
よ
り
も
好
奇
心
旺
盛
で
積
極
的
。
人
が
集
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
は
、
す
ぐ
に
「
何
を
し
て
る
ん
で
す
か
？
」
と
や
っ

て
来
ま
す
。
そ
ん
な
人
当
た
り
の
良
さ
に
加
え
、
最
近
で
は
責
任

感
と
貫
禄
が
出
て
き
て
、
先
輩
か
ら
も
後
輩
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

温
厚
な
性
格
で
、
指
導
を
し
て
い
る
後
輩
か
ら
何
度
同
じ
こ
と

を
聞
か
れ
て
も
丁
寧
に
根
気
強
く
伝
え
る
姿
勢
は
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
田
君
ら
し
さ
を
大

切
に
し
て
、
目
の
前
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
高
み
を
志
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

好
奇
心
旺
盛
な
ア
イ
デ
ア
マ
ン

後
輩
に
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
若
手
の
ホ
ー
プ

13:00

後
輩
の
指
導

機
械
加
工
部
門
で
後
輩
の
指
導
や
質
問
に
対
応
す
る

15:10

デ
ス
ク
ワ
ー
ク

メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
部
品
の
発
注
な
ど
を
行
う

17:30

終
業

夜
間
に
自
動
で
加
工
を
行
う
ワ
イ
ヤ
加
工
機
な
ど
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
立
ち
会
う

16:30

後
輩
の
指
導

そ
の
日
の
作
業
の
進
み
具
合
を
上
司
に
報
告
す
る

17:00

上
司
に
報
告

8:30

設
計
作
業

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
に
使
う
金
型
部
品

を
設
計
す
る

8:25

朝
礼

部
署
ご
と
に
集
ま
り
、
そ
の
日
の
作
業
内
容
を
共
有
す
る

12:00

昼
食

食
堂
で
愛
妻
弁
当
を
食
べ
る

11:30

見
積
も
り
の
依
頼

設
計
図
を
社
内
や
協
力
会
社
の
機
械
加
工
責
任
者
に
送

り
、
費
用
の
見
積
も
り
を
依
頼
す
る

本
田 

衛
さ
ん
の 

あ
る
1
日

　

高
校
の
時
に
得
た
知
識
や
経
験
は
、
必

ず
役
に
立
ち
ま
す
。
だ
か
ら
、
将
来
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
仕
事
に
必
要
な
知
識

や
資
格
を
、
高
校
生
の
う
ち
か
ら
持
っ
て

お
く
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
身
に
付
け

る
た
め
積
極
的
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

　

積
極
性
と
言
え
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

分
か
ら
な
い
こ
と
は
人
に
聞
く
意
識
も
大

事
で
す
。
私
が
後
輩
の
指
導
を
す
る
時
、

後
輩
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
苦
労
し
て
い
る

の
か
、
分
か
ら
な
い
の
か
を
聞
き
出
す
こ

と
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
言
う
だ
け
は
タ

ダ
な
の
で
、
も
っ
と
貪
欲
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
事
に
も
前
向
き
な
気
持
ち

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
仕
事
で
失
敗
し
て

も
、
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
前
に

進
む
。
と
に
か
く
行
動
と
実
践
あ
る
の
み

で
す
！

設計図を見せながら機械加工担当者に相談。意見をも
とに設計の修正をする

高い技術とアイデアが生きる、同社のプラスチック射出成
形品

機械加工を依頼する協力企業の担当者と電話で打ち合
わせをする

上司に作業の進み具合を報告。指示やアドバイスをも
らう

３ＤＣＡＤを使って製品の設計をする

後輩にワイヤ加工機を使った加工について指導する

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

に上司
聞
く

製造部
部長

金野 政雄さん

　

株
式
会
社
プ
ラ
モ
ー
ル
精
工
で
は
、
も

の
づ
く
り
に
関
わ
る
多
く
の
技
術
者
が
、

機
械
加
工
部
門
を
経
験
す
る
。
同
社
の
も

の
づ
く
り
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
基
礎
が
、

機
械
加
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
の
考
え
か
ら
だ
。

　
「
設
計
開
発
に
携
わ
っ
て
か
ら
も
、
機
械

加
工
で
培
っ
た
ス
キ
ル
や
経
験
を
仕
事
に

生
か
し
て
い
ま
す
」
と
本
田
さ
ん
も
話
し

て
い
る
。

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

10  オガーレ！ ACE Vol.20 オガーレ！ ACE Vol.20  9



「
手
先
を
使
う
仕
事
が
好
き
」

夢
を
か
な
え
て
も
の
づ
く
り
の
現
場
へ

　

人
が
す
っ
ぽ
り
入
る
ほ
ど
大
き
な
ス
チ
ー
ル

ラ
ッ
ク
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
工
場
。
株
式
会
社
中
央

製
作
所
は
、
主
に
情
報
通
信
の
分
野
で
使
わ
れ
る

受
配
電
盤
・
分
電
盤
の
メ
ー
カ
ー
だ
。
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
向
け
の
分
電
盤
で
は
国
内
シ
ェ
ア
２
位
を

誇
り
、
24
時
間
３
６
５
日
休
み
な
く
稼
働
す
る
情

報
通
信
社
会
を
支
え
て
い
る
。
入
社
７
年
目
の
夏

目
真
帆
さ
ん
は
、
交
流
分
電
盤
の
組
立
配
線
を
担

当
す
る
。

　
「
た
く
さ
ん
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
の
配
線
を
間
違
え

な
い
よ
う
に
、
細
か
な
部
品
を
盤
内
に
落
と
し
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、気
を
つ
け
ま
す
」。
慎
重
に
、

か
つ
手
早
く
。ド
ラ
イ
バ
ー
片
手
に
、次
々
に
ケ
ー

ブ
ル
を
つ
な
い
で
い
く
。
チ
ー
ム
で
一
つ
の
盤
を

組
み
上
げ
る
こ
と
も
多
く
、
全
体
を
見
る
視
野
の

広
さ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い
。
自
分
が

遅
れ
て
い
る
と
き
は
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
必
要
だ
。

　

宮
城
県
工
業
高
等
学
校
の
電
子
機
械
科
出
身
の

夏
目
さ
ん
。
普
通
科
へ
の
進
学
と
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

迷
っ
た
が
、
自
分
は
手
先
を
使
う
作
業
が
好
き
だ

と
気
付
き
、
も
の
づ
く
り
に
も
興
味
が
あ
っ
て
工

業
高
校
へ
。
就
職
活
動
で
は
同
じ
科
の
女
子
の
先

輩
が
同
社
へ
就
職
し
た
こ
と
を
知
り
、「
女
性
が

活
躍
で
き
る
会
社
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
、

後
に
続
い
た
。
入
社
し
て
み
る
と
、
実
際
に
男
女

の
区
別
な
く
仕
事
が
で
き
る
環
境
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
で
も
、
最
初
は
本
当
に
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
」
と
苦
笑
す
る
夏
目
さ
ん
。
忙
し
そ
う
な

先
輩
に
い
か
に
声
を
掛
け
教
え
て
も
ら
う
か
…
…
。

こ
こ
で
役
立
っ
た
の
は
高
校
時
代
に
培
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
っ
た
そ
う
。「
ク
ラ
ス
に

女
子
が
一
人
。
嫌
で
も
鍛
え
ら
れ
た
し
、
あ
の
と

き
苦
労
し
て
お
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

納
入
先
で
見
た
自
社
製
品
に

仕
事
へ
の
誇
り
実
感　

　

製
造
を
担
当
す
る
技
術
者
は
基
本
的
に
工
場
で

働
く
が
、
必
要
に
応
じ
て
製
品
の
納
入
先
へ
出
向

く
こ
と
が
あ
る
。
部
品
交
換
や
改
造
作
業
、
故
障

の
対
応
な
ど
だ
。
臨
機
応
変
な
判
断
と
高
度
な
作

業
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
一
定
の
経
験
を
積
み
技

能
を
身
に
付
け
た
人
で
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
。

　

夏
目
さ
ん
は
昨
年
、
初
め
て
こ
の
「
出
張
」
を

経
験
し
た
。
従
来
、
派
遣
さ
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど

が
男
性
だ
っ
た
が
、
意
欲
と
技
能
、
取
得
し
た
資

格
な
ど
を
見
込
ま
れ
抜
擢
さ
れ
た
。「
自
分
が
作
っ

た
盤
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
の

は
初
め
て
。
世
の
中
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
、
感
激
し
ま
し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

仕
事
に
対
す
る
誇
り
が
芽
生
え
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
ぐ
っ
と
上
が
る
一
つ
の
転
機
に
な
っ
た
。

　

同
社
で
製
造
す
る
盤
の
種
類
は
多
く
、
夏
目
さ

ん
も
ま
だ
す
べ
て
を
組
み
上
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。「
も
っ
と
知
識
と
技
術
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
、
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
後
輩

を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
頼
り
が
い
の
あ
る
先
輩
に

な
り
た
い
し
、
資
格
も
積
極
的
に
取
り
た
い
」
と

意
欲
的
だ
。「
高
校
時
代
は
勉
強
が
大
嫌
い
だ
っ

た
」
と
言
う
が
、
今
は
新
し
い
こ
と
を
覚
え
る
の

が
楽
し
い
そ
う
。
目
標
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な

る
ま
で
働
く
こ
と
」と
笑
う
。「
こ
の
会
社
で
な
ら
、

そ
れ
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

情報通信社会を
縁の下で支える技術
製造

夏
な つ

目
め

 真
ま

帆
ほ

さん（25 歳）
株式会社中央製作所（名取市）

1

1

2

2

身長より高いキャビネットの中の交流分電盤を組み立てるのが、
夏目さんの仕事。事前に図面を先輩とチェックする。担当の先輩
社員とは常に連携を取りながら作業を進める

「銅バー」と呼ばれる銅製の板をスパナで取り付ける。緩みなく、
一つ一つしっかり締めていく

12:45

作
業
再
開

組
み
立
て
作
業
の
続
き
を
行
う

15:30

チ
ー
ム
で
打
ち
合
わ
せ

お
互
い
の
作
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
確
認
す
る

17:30

終
業

8:30

ラ
ジ
オ
体
操
、
朝
礼

組
立
チ
ー
ム
と
板
金
加
工
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
朝
礼
。
当
日
の
仕
事

を
確
認
す
る

8:45

作
業
開
始

組
み
立
て
作
業
者
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
工
程
表
に
し
た
が
っ
て
組

み
立
て
作
業
を
行
う

12:00

昼
食

母
が
作
っ
て
く
れ
る
お
弁
当
を
食
べ
る
。
好
き
な
お
か
ず
は
、
甘
い

卵
焼
き

10:00

設
計
担
当
者
へ
問
い
合
わ
せ

図
面
な
ど
に
疑
問
が
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
会
社
の
設
計
担

当
者
へ
電
話
で
確
認
す
る

夏
目 

真
帆
さ
ん
の 

あ
る
1
日

企業情報

株式会社中央製作所
／名取市愛島台 7-101-51
　TEL：022-382-2121
　http://www.cew.co.jp/　　
／窪内　啓介
／4,800 万円
／1943 年 8 月
／125 人（2019 年 3 月現在）
／通信事業者向けの受配電盤、遠隔監視

システム、ラックキャビネット、セキュ
リティ・モバイル関連、その他製品な
どの設計・製造

／私たちは挑戦する姿勢を常に持ち、社
会的課題を解決するため、時代の流れ
を捉えた技術開発を行い、情報通信社
会の発展に貢献し、顧客、取引先、地
域から求められる企業となります

所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

C A S E   

03
仕事
図鑑 も

っ
と
多
く
を
知
り
た
い
！

貪
欲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る

ドライバーを使ってケーブルをつなぐ。配線
を間違えないよう集中

電線に端子を圧着する。一つの盤を作るのには多くの
作業が必要だ

ミスの予防と作業効率アップのため、工程はタブレット
端末で管理されている

種類が多いボルトやナットは、色別のトレーに分けられ
ている

　

就
活
の
と
き
は
「
高
校
で
学
ん
だ
こ
と

が
生
か
せ
る
会
社
に
…
…
」
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
あ
ま
り
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず

い
ろ
い
ろ
な
求
人
票
を
見
て
み
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。
直
感
や
好
奇
心
を
信
じ
て

「
や
っ
て
み
た
い
」「
面
白
そ
う
」
と
感
じ

た
会
社
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
み
て
は
。
私
は

工
場
見
学
の
と
き
に
「
仕
事
が
難
し
そ
う
、

で
も
か
っ
こ
い
い
！
」
と
感
じ
て
決
め
ま

し
た
。

　

高
校
時
代
の
経
験
は
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
必
ず
役
立
ち
ま
す
。
勉
強
は
も
ち

ろ
ん
そ
う
。
当
時
は
意
味
が
な
い
と
思
っ

て
や
ら
な
か
っ
た
勉
強
を
、
し
っ
か
り
し

て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
本
当
に
後
悔
し
て

い
ま
す
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
部
活
動

や
人
付
き
合
い
、
遊
び
な
ど
ど
ん
な
こ
と

も
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。
仕
事
で
は
総
合

力
が
試
さ
れ
る
の
で
、
高
校
時
代
の
時
間

を
大
切
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の
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石
巻
で
40
年
以
上
に
わ
た
り
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
な
ど
を
製
造
す
る
東
北
ア
シ

ダ
音
響
株
式
会
社
は
、
数
少
な
い
国
産
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
。

　

同
社
で
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
ど
の
プ
ラ

グ
端
子
や
樹
脂
製
小
型
部
品
を
射
出
成
形
に
よ
り

製
造
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
働
く

伊
藤
雄
太
さ
ん
は
、
忙
し
そ
う
に
金
型
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
し
て
い
た
。

　
「
私
た
ち
の
会
社
で
は
、
少
量
多
品
種
の
製
品

を
扱
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
製
造
す
る
ア
イ
テ

ム
が
何
度
も
切
り
替
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、

金
型
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
日
頃
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
伊
藤
さ
ん
は
教

え
て
く
れ
た
。

　

同
社
が
手
掛
け
る
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
は
、

高
品
質
な
音
声
と
長
時
間
使
用
し
て
も
快
適
な
着

け
心
地
が
続
く
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
多
く
の

プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
音
楽
関
係
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
官
が
使
用
す

る
無
線
機
の
イ
ヤ
ホ
ン
に
も
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
テ
レ
ビ
業
界
で
も
当
社
の
製
品
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
て
い
て
、
キ
ャ
ス

タ
ー
が
当
社
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
着
け
て
い
る
の
を
見

つ
け
た
と
き
は
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

と
伊
藤
さ
ん
は
話
し
た
。

工
程
全
体
を
把
握
し

幅
広
い
業
務
に
携
わ
る

　

石
巻
工
業
高
等
学
校
と
東
北
工
業
大
学
で
、
電

気
や
情
報
通
信
に
つ
い
て
学
ん
だ
伊
藤
さ
ん
。
地

元
で
も
の
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
、
同
社

に
就
職
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
現
在
入
社
５
年
目
。
１
年
目
は
、

現
在
と
同
じ
成
形
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
機
械
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当
し
た
。
２
年
目
に
は
、
別
工
程

で
品
質
検
査
を
担
当
し
、
３
年
目
に
成
形
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
現
場
の
指
揮
を
任
さ
れ
た
。

　

受
注
し
た
製
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
注
意
し

な
が
ら
、
成
形
工
程
の
作
業
計
画
を
考
え
る
。
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
作
業
の
割
り
振
り
や
、
外
注

先
へ
の
連
絡
調
整
、
製
造
に
必
要
な
資
材
の
管
理

な
ど
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
担
当
と
は
違
い
、
イ
ヤ
ホ
ン
づ
く

り
を
全
体
で
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
工
場

内
の
あ
ら
ゆ
る
現
場
に
行
っ
て
、
工
程
の
流
れ
を

あ
ら
た
め
て
覚
え
ま
し
た
。

　

作
業
の
遅
れ
や
重
大
な
ミ
ス
が
発
生
す
る
と
、

そ
の
後
の
工
程
だ
け
で
は
な
く
完
成
品
の
納
期
そ

の
も
の
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
。
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
伊
藤
さ

ん
は
、
作
業
ル
ー
ル
を
作
成
し
メ
ン
バ
ー
と
共
有

し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
年
上
の
女
性
が
多
い
職
場
な
の
で
、
最
初
は
指

示
を
出
す
と
き
に
戸
惑
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

し
か
し
、
納
期
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
う
ち
に
、
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。

　
「
こ
う
し
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
も
の
づ
く
り

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
に
楽
し
さ
と
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
。「
い

つ
か
工
場
全
体
の
も
の
づ
く
り
が
分
か
る
よ
う
に

な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
つ
一

つ
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
た
く
さ
ん
の
分
野
を
経
験
し

た
い
で
す
」
と
さ
ら
な
る
成
長
を
誓
っ
た
。

プロの現場で活躍する
信頼性の高い音響機器
生産管理

伊
い

藤
と う

 雄
ゆ う

太
た

さん（31 歳）
東北アシダ音響株式会社（石巻市）

　

み
な
さ
ん
も
将
来
就
職
す
る
会
社
で
、

い
ろ
い
ろ
な
部
署
へ
の
異
動
を
経
験
す
る

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
最
初
は
、
不
安

に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
自
信
を
も
っ
て
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

と
き
に
は
思
わ
ぬ
ス
キ
ル
が
役
に
立
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

状
況
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
ク
リ
ア
す
る
と
こ
ろ
が
、
い
ま
の
役

割
と
共
通
し
て
い
て
楽
し
み
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
、
い
ま
夢
中
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、

い
つ
か
き
っ
と
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の

こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
、
自
分
の
視
野
を

広
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

イヤホン部品の成形に使う金型をメンテナンスする伊藤雄太さん。部
品を一つ一つバラバラにしてゴミや汚れを取り除く

製品によって端子の構造もさまざま。効率良く製品を切り替え、納期を
守ることが伊藤さんの使命だ

同社のイヤホンは、石巻市のふるさと納税の返礼品になっている。ふる
さと納税限定カラーの「シャンパンゴールド」が高級感を醸し出す

12:50

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動

危
険
な
点
や
注
意
点
を
メ
ン
バ
ー
で
確
認
す
る

13:00

作
業
再
開

外
注
先
か
ら
届
い
た
部
品
の
仕
上
が
り
を
確
認

17:00

終
業

15:00

現
場
の
フ
ォ
ロ
ー

納
期
が
近
い
時
期
や
繁
忙
期
の
場
合
に
作
業
を
手
伝
う

8:10

朝
礼

週
の
初
め
は
、全
体
朝
礼
か
ら
始
ま
る
。
工
場
長
の
話
や
業
務
連
絡
、

注
意
事
項
を
伝
達
す
る

8:20

業
務
開
始

メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
製
品
の
受
注
状
況
や
材
料
・
資
材
の
到
着

予
定
な
ど
を
確
認

12:00

昼
食

自
分
の
席
で
弁
当
を
食
べ
る
。
自
分
で
弁
当
を
作
っ
て
く
る
こ
と

も
あ
る

10:00

外
注
手
配

外
注
先
へ
作
業
の
発
注
や
進
ち
ょ
く
状
況
を
電
話
で
確
認
す
る

伊
藤
　
雄
太
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

1

企業情報

東北アシダ音響株式会社
／石巻市大街道 5-1-39
　TEL：0225-96-7793
　http://www.ashida.co.jp/
　※アシダ音響株式会社 HP
／柳川　久
／1,560 万円
／1973 年 1 月
／ 59 人（2019 年 2 月現在）
／ヘッドホン、ヘッドセット、イヤホ

ン、トランペットスピーカ、その他
音響機器及び部品の製造

／当社は、音響製品・部品の製造・
販売を通して、音楽、情報通信そ
の他、音に関わるすべての分野で
顧客の皆様にご満足して頂ける製
品・部品を提供することにより社
会の発展に貢献します

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

経 営 理 念

C A S E   

04
仕事
図鑑

外注先から届いた製品の品質を入念に
チェックする

作成した作業計画を工場長に提出。今後の作業につい
て話し合う

製品の受注状況を確認し、作業計画を作成する メンバーに作業の進み具合を聞いたりアドバイスをした
りする

も
の
づ
く
り
と
人
の
流
れ
を

パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
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取
材
を
通
し
て
伝
え
た
か
っ
た

高
校
生
と
社
会
人
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」

半
沢　
「
オ
ガ
ー
レ
！
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
取
材
を
受
け
る

よ
う
に
」
と
上
司
か
ら
聞
い
た
時
は
、
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。
記
者
に
質
問
さ
れ
る
機
会
は
、
日
常

で
は
な
い
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
自

分
の
考
え
が
実
際
に
誌
面
に
載
る
と
い
う
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

取
材
を
受
け
た
当
時
は
、
生
産
管
理
部
に
異
動

し
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
取
材
を
き
っ
か
け
に
、

あ
ら
た
め
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

佐
藤　

記
事
を
読
ん
で
、「
将
来
の
た
め
に
、
工

程
全
体
の
流
れ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
上
司
の
方

に
言
わ
れ
て
、
生
産
管
理
部
に
異
動
し
た
と
い
う

と
こ
ろ
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
私
も
上
司
や
周

囲
の
人
た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
半
沢
さ
ん
の

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

島
貫　

最
初
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
、
不
安
を

感
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
も
の
づ
く
り

が
楽
し
く
て
、辛
い
と
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
半
沢
さ
ん
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

阿
部　

私
も
高
校
の
実
習
や
部
活
で
普
通
旋
盤
を

使
っ
て
い
ま
す
。
記
事
や
写
真
か
ら
、
ミ
ス
は
許

さ
れ
な
い
と
い
う
真
剣
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

半
沢　

私
の
記
事
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
学
生
の
時

と
社
会
人
に
な
っ
た
時
の
温
度
感
の
違
い
を
感
じ

て
く
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

　

私
自
身
も
高
校
生
の
時
か
ら
そ
う
感
じ
て
い
ま

し
た
。
社
会
に
出
た
時
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
存
在

だ
け
で
も
知
っ
て
お
く
必
要
性
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

技
能
検
定
と
ス
キ
ー
の
経
験
が

い
ま
の
仕
事
に
も
生
き
る

島
貫　

た
く
さ
ん
の
企
業
が
あ
る
中
で
、
い
ま
の

会
社
を
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

半
沢　

高
校
生
の
時
、
旋
盤
を
使
う
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
３
年
生
に
な
っ
て
先

生
の
紹
介
で
こ
の
会
社
の
採
用
担
当
者
か
ら
「
普

通
旋
盤
が
得
意
な
人
を
求
め
て
い
る
」
と
う
か

が
っ
て
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

佐
藤　

高
校
生
の
時
に
取
っ
て
お
い
て
良
か
っ
た

と
思
う
資
格
は
何
で
す
か
？

半
沢　

や
は
り
就
職
に
つ
な
が
っ
た
普
通
旋
盤
２

級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
こ
と
で
す
ね
。
技
能

は
も
ち
ろ
ん
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
ん
な

努
力
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

い
ま
の
仕
事
で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
い
ま
ど
ん
な
資
格
取
得
を
目
指

し
て
い
る
の
で
す
か
？

阿
部　

機
械
検
査
３
級
と
普
通
旋
盤
３
級
を
受
検

し
て
そ
の
結
果
待
ち
で
す
。

佐
藤　

私
も
同
じ
で
す
。
ほ
か
に
計
算
技
術
検
定

に
合
格
し
ま
し
た
。

半
沢　

私
も
二
人
と
同
じ
で
す
ね
。
２
年
生
に

な
っ
て
か
ら
普
通
旋
盤
２
級
に
合
格
し
て
、
技
能

五
輪
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
い

つ
も
レ
ベ
ル
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
み
ん

な
負
け
ず
嫌
い
で
し
た
か
ら
（
笑
）。

島
貫　

２
級
の
課
題
を
見
た
時
と
て
も
難
し
そ
う

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
２
年
生
の
う
ち
に
合

格
で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

技
能
検
定
の
ほ
か
に
高
校
で
頑
張
っ
て
き
た
こ

と
で
役
に
立
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

半
沢　

ス
キ
ー
で
し
ょ
う
か
。
部
活
も
ス
キ
ー
部

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
に
鍛
え
た
体
力
や
メ
ン
タ

ル
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い

力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
と
言
え
ば
、
当
時
の
機
械
科
長
だ
っ
た

先
生
と
、
中
学
生
の
時
か
ら
ス
キ
ー
競
技
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
出
会
い
が
き
っ

か
け
で
白
石
工
業
高
校
に
進
学
し
、
旋
盤
と
出
会

い
現
在
に
至
り
ま
す
。
不
思
議
な
縁
で
す
ね
。

課
題
を
ク
リ
ア
し
た
経
験
が

将
来
必
ず
役
に
立
つ

阿
部　

仕
事
を
す
る
う
え
で
一
番
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

半
沢　

生
産
管
理
の
仕
事
は
、
現
場
の
み
な
さ
ん

に
い
ろ
い
ろ
お
願
い
す
る
立
場
で
す
。
と
き
に
は

大
先
輩
に
無
理
な
お
願
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
言
葉
遣
い
だ
け
は
意
識
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　

生
産
管
理
部
に
移
っ
た
と
き
の
気
持
ち
は

ど
う
で
し
た
か
？

半
沢　

部
署
が
変
わ
る
こ
と
で
、
自
分
に
求
め
ら

れ
る
考
え
方
や
役
割
が
変
わ
る
と
覚
悟
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
部
署
の
ル
ー
ル
を
頭
に
入
れ
て
、
自

分
の
行
動
に
反
映
さ
せ
る
ま
で
に
、
相
当
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
し
、
い
ま
も
な
お
勉
強
中
で
す
。

島
貫　

普
段
の
勉
強
と
技
能
検
定
と
の
両
立
の
コ

ツ
を
知
り
た
い
で
す
。

半
沢　

技
能
検
定
と
テ
ス
ト
の
時
期
が
近
い
と
き

は
、
本
当
に
大
変
で
す
よ
ね
。
検
定
の
学
科
試
験

の
勉
強
は
、
過
去
問
の
内
容
を
確
実
に
覚
え
る
。

テ
ス
ト
勉
強
は
、
授
業
の
ノ
ー
ト
を
し
っ
か
り

取
っ
て
、
何
度
も
見
直
す
こ
と
が
コ
ツ
で
し
ょ
う

か
。
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
を
意
識

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
将
来
の
夢
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

佐
藤　

い
ま
部
活
で
旋
盤
の
工
具
ホ
ル
ダ
を
作
っ

て
い
て
、
将
来
は
工
場
の
作
業
改
善
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
職
種
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
ア
イ
デ
ア
や
技
術
で
、
も
の
づ
く
り
を
す

る
み
な
さ
ん
の
役
に
立
て
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

阿
部　

や
は
り
機
械
加
工
の
分
野
で
活
躍
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
旋
盤
を
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
で
す
。

島
貫　

県
内
に
あ
る
も
の
づ
く
り
企
業
に
就
職
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
航
空
宇
宙
産
業
の
よ
う

な
最
先
端
の
分
野
で
活
躍
し
た
い
で
す
。

半
沢　

み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
私
生
活
・
学
校

生
活
な
ど
に
お
い
て
、
様
々
な
課
題
を
克
服
す
る

た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
り
、
指
導
し
て
頂

い
た
り
し
て
き
た
経
験
は
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
い

て
も
応
用
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
、
与
え
ら

れ
た
課
題
に
対
し
て
真
剣
に
向
き
合
い
、
本
質
を

捉
え
解
決
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ど
の
仕
事
に

も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
広
い
視
野
と
好
奇
心
を
持
つ
こ
と
が
、

み
な
さ
ん
の
進
路
決
定
に
必
ず
役
立
つ
と
思
い
ま

す
。
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
援
し
て
い
ま
す
。

特集「ものづくりにかける」では、5年にわたり宮城県の
ものづくり企業で活躍するＡＣＥの姿を紹介してきました。
Vol.13に登場した、株式会社東京ダイヤモンド工具製作所
仙台工場（村田町）の半沢晃多さんのもとへ、記事を読んだ
宮城県白石工業高等学校の生徒が訪ね、高校の先輩でもあ
る半沢さんから直接話を聞きました。

企業情報

株式会社東京ダイヤモンド工具製作所
／本社：東京都目黒区中根 2-3-5
　仙台工場：柴田郡村田町大字小泉字水上 6-1
　TEL：0224-83-2435
　http://www.tokyodiamond.com/
／濱田　義之
／1,000 万円
／1932 年 7 月
／135 人（2019 年 2 月現在・仙台工場）
／ダイヤモンド・ＣＢＮ工具全般の製造、販売、再生

所 在 地

代表取締役
資 本 金
創 業
従 業 員 数
事 業 内 容

株式会社東京ダイヤモンド工具製作所　仙台工場　生産管理部

半
は ん

沢
ざ わ

 晃
こ う

多
た

さん（24 歳）

宮城県白石工業高等学校　機械科1年

佐
さ

藤
と う

 駿
しゅん

太
た

さん（16 歳）

宮城県白石工業高等学校　機械科1年

島
し ま

貫
ぬ き

 脩
しゅう

也
や

さん（16 歳）

宮城県白石工業高等学校　機械科1年

阿
あ

部
べ

 叶
か な

夢
む

さん（16 歳）

◀�半沢さんの記事が掲載されたオガーレ！ＡＣＥVol.13（2017年 6月発行）。「自分が
考えた計画で、工作機械を動かす人たちが、気持ち良く作業をする姿をみること
ができたときが何よりもうれしい」と語っている。

実際の記事は右のＱＲコードから
https://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/633050.pdf

ACEに聞く特別企画
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Voice

みやぎ
ものづくり女子

繊細さと正確さ、
対人関係力を
あわせ持つ女性の
力を生かしたい

代表取締役社長
鈴木 重人さん

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
小
さ
な
も
の

や
精
巧
に
作
ら
れ
た
も
の
が
好

き
。
就
職
活
動
の
際
、
当
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
精
密
機
械
の
部
品
に
目

が
引
き
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
学
で
は
化
学
系
を
専
攻
し
て
い
ま

し
た
が
、「
こ
こ
に
入
り
た
い
！
」
と
直
感
。

見
学
に
行
く
と
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
サ
ン

プ
ル
が
ず
ら
り
。
シ
ン
プ
ル
な
機
能
美

に
感
激
し
て
、
夢
中
で
見
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
採
用
担
当
者
か
ら

「
あ
れ
ほ
ど
ま
じ
ま
じ
と
部
品
を
眺
め
る

女
子
は
珍
し
い
」
と
笑
わ
れ
ま
し
た
が
。

入
社
11
年
目
の
い
ま
も
、
製
品
が
検

査
へ
回
っ
て
く
る
た
び
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が

上
が
り
ま
す
。
肉
眼
で
は
た
だ
の
ピ
ン
に

し
か
見
え
な
く
て
も
、
顕
微
鏡
で
の
ぞ

く
と
細
か
い
加
工
が
施
さ
れ
て
い
た
り

し
て
、
ほ
れ
ぼ
れ
！　

入
社
当
初
は
図

面
の
読
み
方
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
い
ま
は
図
面
か
ら
も
出
来
上
が
り

の
形
状
が
想
像
で
き
て
と
き
め
き
ま
す
。

仕
事
中
は
集
中
力
を
使
う
の
で
、
休
日

は
あ
ま
り
予
定
を
詰
め
込
ま
ず
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
過
ご
し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
観

て
ま
っ
た
り
過
ご
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ド

ラ
イ
ブ
で
遠
出
す
る
日
も
。
自
然
の
美
し

い
場
所
に
行
く
の
が
好
き
で
、
先
日
は
福

島
県
の
あ
ぶ
く
ま
洞
に
行
き
ま
し
た
。

女
子
だ
か
ら
も
の
づ
く
り
に
直
接
関

わ
る
の
は
難
し
い
と
、
あ
き
ら
め
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
女
性
の
活

躍
の
場
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
の
で
、

き
っ
と
合
う
企
業
が
見
つ
か
る
は
ず
。
頑

張
っ
て
探
し
て
、
た
ど
り
着
い
て
ほ
し
い
。

も
の
づ
く
り
は
楽
し
い
で
す
よ
。

で
き
あ
が
っ
た
製
品
の
最
終
検
査
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
寸
法
や
外
観
、

表
面
の
仕
上
が
り
な
ど
が
、
お
客
様
か
ら

届
い
た
図
面
通
り
に
作
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
ま
す
。

当
社
が
製
造
す
る
の
は
、
も
の
を
作

る
機
械
に
組
み
込
ま
れ
る
精
密
機
械
加
工

部
品
。
電
子
部
品
や
ス
マ
ホ
、
医
療
機
器
、

服
飾
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
、
生
産
ラ

イ
ン
に
使
わ
れ
ま
す
。
年
間
に
取
り
引
き

す
る
お
客
様
は
約
４
０
０
社
。
製
品
は
す

べ
て
特
注
で
、
ほ
と
ん
ど
が
手
の
ひ
ら
サ

イ
ズ
以
下
。
１
０
０
０
～
１
０
０
分
の
１

ミ
リ
単
位
の
精
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
非

常
に
細
か
い
キ
ズ
や
欠
け
が
、
そ
の
部
品

の
機
能
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
肉
眼
で
見
え
な
い
場
合
は
顕

微
鏡
を
使
っ
て
確
認
し
ま
す
。
神
経
を
使

う
仕
事
で
当
初
は
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
が
、

慣
れ
て
き
た
今
は
自
分
に
向
い
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

検
査
で
不
合
格
を
出
す
場
合
は
、
作
り

直
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
普
段

か
ら
加
工
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
場
で
は
「
ウ
チ
に

で
き
な
け
れ
ば
日
本
中
ど
こ
で
も
で
き
な

い
」
と
い
う
く
ら
い
の
自
負
と
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
て
、
か
っ
こ
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

生
活
に
身
近
な
企
業
で
は
な
い
の

で
、
実
は
入
社
す
る
ま
で
、
何
の
会

社
か
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
入
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
理
解
し
、

さ
ら
に
数
年
経
っ
て
か
ら
「
う
ち
の

会
社
っ
て
す
ご
い
か
も
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
も
の
づ

く
り
業
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
、
当

社
の
部
品
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思
う

と
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
す
。

職
場
の
雰
囲
気
は
と
て
も
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
。
私
は
近
く
で
一
人
暮
ら
し

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
パ
ー
ト
の

方
が
お
惣
菜
を
分
け
て
く
れ
た
り
し

て
、
優
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

1000分の１ミリ単位で
精度をチェック。
日本のものづくり業界の
力になりたいです！

休日はのんびり
ＤＶＤを観たり、
絶景目指して
ドライブしたり。

　鈴木さんは仕事が確実で頼れるだけでなく、職
場のムードメーカー。ものづくりの世界が好きだ
ということが伝わってきます。
　ものづくりは本来、男女問わず器用で根気強い
日本人の資質に向いています。中でもミクロン単
位の精度を合わせる、表面を美しく仕上げる、と
いった繊細な作業は、女性のほうが細やかで正
確にできる人が多い。また、高度な加工知識を持
ちながらお客様と現場をつなぐコーディネーター
的役割は、コミュニケーション力の高い女性にこ
そ任せたい重要な仕事です。
　当社では 35 歳まで家賃の半額補助（条件あり）、
社屋内のカフェスペース新設など働きやすい環境
づくりに取り組んでいます。今後も女性の活躍の
場を増やしていきたいですね。

プラスエンジニアリング株式会社
1974 年創業。電子部品、リチウムイオン電池、医療機器な
どの特注の精密機械加工部品を製作。高度な機械加工技術で、
業界のさまざまなニーズに応える。

本社：東京都豊島区池袋 2-47-3
仙台事業所：柴田郡村田町大字村田字西ヶ丘 21
TEL　0224-83-5620
https://www.pluseng.co.jp/
従業員数　97 人　／女性 11 人

（仙台事業所　2019 年 1 月現在）

精密機械加工部品を作っています
プラスエンジニアリング株式会社仙台事業所（村田町）

鈴
すず

木
き

 沙
さ

紀
き

さん
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大きな測定機を操って、立体を三次元的に計測。「1000 分
の１ミリまで正確に測ることができます」

福島県のあぶくま洞でパ
チリ。鍾乳洞の中を、ゲー
ムの主人公気分で「探検」
しました！



　

23
歳
の
時
、
父
親
が
立
ち
上
げ
た
泰
光
住
建
を

継
い
だ
。
も
と
も
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
志
し

て
い
た
赤
間
さ
ん
は
、
会
社
を
継
い
で
か
ら
も
、

「
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
、
新

た
な
事
業
を
模
索
し
て
い
た
と
い
う
。

　

か
つ
て
、「
ト
イ
レ
を
綺
麗
に
す
る
と
集
客
率

が
上
が
る
」
と
、
友
人
が
経
営
す
る
飲
食
店
の
ト

イ
レ
の
デ
ザ
イ
ン
を
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
そ
の
時
は
、
便
器
の
表
面
に
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

シ
ー
ト
を
張
り
付
け
て
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
の
で

す
が
、
洗
剤
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
シ
ー
ト
が
は

が
れ
や
す
く
、
３
カ
月
に
１
度
は
張
り
直
さ
な
い

と
き
れ
い
な
状
態
を
保
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
一
枚
の
フ
ィ
ル
ム
で
全
体
を
覆
う
よ
う
に
張

り
付
け
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
き
ま
し
た
」

　

当
時
の
構
想
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
思
い
立
っ
た

の
は
、
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

赤
間
さ
ん
は
、
震
災
が
発
生
し
た
３
日
後
か
ら

避
難
所
な
ど
の
ト
イ
レ
や
下
水
の
復
旧
で
多
忙
な

毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
利
用
者
の
モ
ラ
ル
の
低
下

か
ら
、
何
度
修
理
し
て
も
、
つ
ま
り
や
汚
れ
が
後

を
絶
た
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
中
に
は
汚
れ
た
ト
イ

レ
が
嫌
で
我
慢
し
た
こ
と
に
よ
り
、
体
調
を
崩
し

た
人
も
い
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
赤
間
さ
ん
は
、

「
誰
も
が
き
れ
い
に
使
い
た
く
な
る
ト
イ
レ
」
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
と
い
う
。

　
「
そ
こ
で
、
以
前
構
想
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
ト

イ
レ
な
ら
、
み
ん
な
が
き
れ
い
に
使
お
う
と
思
う

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
」

　

こ
う
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
ト
イ
レ
の
開
発
を
始
め

た
赤
間
さ
ん
は
、
い
き
な
り
大
き
な
壁
に
直
面
し

た
。
複
雑
な
形
状
を
し
て
い
る
便
器
の
表
面
に
１

枚
の
フ
ィ
ル
ム
を
張
り
付
け
る
た
め
に
は
、
高
度

な
技
術
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
さ
ら
に
、
絵
柄
を
プ
リ
ン
ト
し
た
フ
ィ
ル
ム

を
張
り
付
け
る
と
、
ゆ
が
み
や
し
わ
が
で
き
た
り
、

フ
ィ
ル
ム
の
つ
な
ぎ
目
で
絵
柄
が
途
切
れ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
、
忠
実
な
絵
柄
を
再
現
で
き
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
」

　

そ
こ
で
赤
間
さ
ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
の
技
術
を
用
い
、
数
年
か
け
て
独
自

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
。
ト
イ
レ
の
ふ
た
を
閉

め
た
状
態
で
絵
柄
が
完
成
さ
れ
て
見
え
る
よ
う
な

展
開
図
を
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
職
人
が
１
日

か
け
て
丁
寧
に
シ
ー
ト
を
張
り
、
し
わ
の
な
い
美

し
い
デ
ザ
イ
ン
ト
イ
レ
を
完
成
さ
せ
た
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
ト
イ
レ

は
、
英
語
で
芸
術
を
表
す
「
ア
ー
ト
」
と
、
イ
タ

リ
ア
語
で
ト
イ
レ
を
指
す
「
ト
イ
レ
ッ
タ
」
を
合

わ
せ
て
「
ア
ー
ト
レ
ッ
タ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　
「
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
、
職
人
が
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
確
立
し
た
技
が
融
合
し
、
ア
ー
ト
レ
ッ

タ
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

当
初
ア
ー
ト
レ
ッ
タ
を
、
仙
台
市
内
で
展
開
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
赤
間
さ
ん
。
展
示
会
で
の
反
応

は
上
々
で
あ
っ
た
が
、「
す
ご
い
、
面
白
い
」
と

は
言
っ
て
く
れ
て
も
、
購
入
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
ア
ー
ト
レ
ッ
タ
の
技
術
は
、
自
分
が
知
る
限

り
世
界
で
う
ち
に
し
か
な
い
は
ず
。
そ
れ
な
ら
、

そ
の
付
加
価
値
を
認
め
て
く
れ
る
市
場
に
打
っ
て

出
よ
う
と
海
外
に
目
を
向
け
ま
し
た
」

　

赤
間
さ
ん
は
世
界
的
な
観
光
都
市
で
富
裕
層
も

多
い
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
に
注
目
。

こ
こ
を
情
報
発
信
の
拠
点
に
し
て
、
世
界
中
に
商

品
を
広
め
て
い
こ
う
と
、
２
０
１
５
年
に
日
本

貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
の
採
択
を
受
け
、

ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
に
出
展
し
た
。
赤

間
さ
ん
の
狙
い
通
り
、
ド
バ
イ
で
の
展
示
会
で
は
、

多
く
の
関
心
を
集
め
高
い
評
価
を
受
け
た
。
そ
の

後
も
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
開
催
さ
れ

た
イ
ン
テ
リ
ア
の
展
示
会
に
出
展
し
、
注
目
を
集

め
た
。

　

ア
ー
ト
レ
ッ
タ
の
開
発
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ

ろ
は
、
ト
イ
レ
に
デ
ザ
イ
ン
を
施
す
発
想
を
周
囲

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
、「
う
ま
く

い
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
厳
し
い
声
も
あ
っ
た
。

　
「
で
も
私
は
、
い
つ
か
必
ず
売
れ
る
と
い
う
確

信
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
目
に

見
え
る
結
果
が
出
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
赤
間
さ
ん
。「
仙
台
の
小
さ
な

会
社
で
も
、
独
自
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、

全
国
や
世
界
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
ア
イ

デ
ア
で
世
界
中
か
ら
呼
ば
れ
る
企
業
に
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
熱
く
語
っ
た
。

プロフィール
1978年、仙台市泉区生まれ。2001年、父
親から経営を引き継ぎ、有限会社泰光
住建（当時）の代表に就任。2014年から
デザイントイレ事業に着手する。「INDEX 
2015デザインアワード」キッチン＆バス
部門で2位受賞、「A’DESIGN AWARD & 
COMPETITION 2017」でBronze Award
受賞、「OMOTENASHI Selection 2017」金
賞受賞など、国内外のコンテストや展示会
で高い評価を受ける

ア
ー
ト
な
ト
イ
レ
を
世
に
送
り
出
し

世
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
企
業
が
宮
城
に
あ
る
。

そ
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
原
点
は

「
誰
も
が
き
れ
い
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
だ
っ
た
。

　

泰
光
住
建
株
式
会
社
で
は
、
同
社
が
立
ち
上
げ

た
装
飾
ト
イ
レ
の
ブ
ラ
ン
ド
「
ア
ー
ト
レ
ッ
タ
」

を
フ
ラ
ン
ス
で
本
格
展
開
さ
せ
る
た
め
、
着
々
と

準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
「
い
ま
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
公
衆
ト
イ
レ
を
中
心

に
温
水
洗
浄
ト
イ
レ
の
普
及
の
機
運
が
高
ま
り
を

見
せ
て
い
ま
す
」
と
代
表
の
赤
間
晃
治
さ
ん
は
説

明
す
る
。

　

同
社
で
は
、
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー

が
製
造
し
た
温
水
洗
浄
ト
イ
レ
を
装
飾
し
、
フ

ラ
ン
ス
へ
輸
出
す
る
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
１
８
年
11
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会

を
足
掛
か
り
に
、
市
場
開
拓
を
目
指
し
、
20
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ド
バ
イ
万
博
へ
の
導
入
や

設
置
に
も
挑
戦
中
だ
と
い
う
。

　
「
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
カ
タ
ロ
グ
が
完
成
し
て
、

ア
ー
ト
レ
ッ
タ
の
商
品
価
値
が
認
め
ら
れ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」

と
赤
間
さ
ん
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

1987年に水道管工事会社として設立。仙台
市優良公認店表彰を7度受賞、仙台市水道
事業功労者表彰（2016 年）を受賞した高い
技術で、生活に欠かせない水道・排水を支
える

■所在地
仙台市泉区長命ヶ丘1-17-3
TEL 022-378-4543 
http://www.taikoujuken.com/jp/

泰光住建株式会社

泰光住建株式会社

クリエイター兼 CEO

赤
あ か

間
ま

 晃
こ う

治
じ

さん

デ
ザ
イ
ン
技
術
と
施
工
技
術
を

試
行
錯
誤
し
製
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
る

世
界
市
場
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

メ
ー
カ
ー
や
バ
イ
ヤ
ー
の
関
心
を
集
め
る

構
想
か
ら
実
現
へ

震
災
を
契
機
に
開
発
に
着
手
す
る

さまざまな絵柄があるアートレッタ。浮世絵のような複雑なデザ
インも再現可能だ

職人の手作業によって丁寧にフィルムを
張り付け、絵柄を忠実に再現していく

2018 年11月にパリで開催された展示会で
も多くの人から注目を集めた

「英語力を生かし、地元仙台から世界
へ挑戦する若者たちを採用していきた
い」と話す
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１.その日の温度や湿度に合わせて漆を最終調整する　
２.ヘラや刷毛、刃物などさまざまな道具を使って漆塗りが
施される　３.伝統技が生きる仙臺箪笥オーディオスピー
カーHBS10。「漆塗りが音質変化に影響を及ぼす」という
検証結果から生まれた新しい仙臺箪笥の形だ

仙臺箪笥の木地に漆塗りを施す菅野裕喜さん

問い合わせ

有限会社長谷部漆工

仙台市青葉区郷六葛岡下 10-4
TEL：022-302-1505
https://hasebe-sikkou.jp/

　

英
語
で
〝
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
〟
が
「
漆
う
る
し

」
を
意
味
す

る
よ
う
に
、
漆
塗
り
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
塗
装

の
伝
統
的
な
技
法
で
あ
る
。
漆
塗
り
の
塗
師
は
、

漆
を
薄
く
均
一
に
塗
っ
て
は
研と

ぎ
磨
く
工
程
を
何

度
も
繰
り
返
す
。
こ
う
し
て
、
木
地
の
表
面
に
漆

の
皮
膜
を
重
ね
、
艶
や
か
な
光
沢
を
作
り
出
す
。

　

仙
台
市
内
の
工
房
で
、
仙せ
ん

臺だ
い

箪だ
ん

笥す

の
塗
り
を
手

掛
け
る
菅
野
裕
喜
さ
ん
は
、「
仙
臺
箪
笥
の
漆
塗

り
は
、
最
初
に
行
う
素
地
の
調
整
で
仕
上
が
り
が

決
ま
る
。
い
か
に
均
一
な
平
面
を
作
り
出
せ
る
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

木
地
の
表
面
を
丁
寧
に
砥と

石い
し

で
研
い
で
極
限
ま

で
平
ら
に
す
る
。
そ
こ
に
、
仙
臺
箪
笥
の
伝
統
的

な
塗
り
の
技
法
で
あ
る
「
仙
臺
木き

地じ

呂ろ

」
を
施
す

と
、
鏡
面
仕
上
げ
の
底
に
透
け
て
見
え
る
木
目
が

引
き
立
つ
美
し
い
塗
り
が
完
成
す
る
。

　

幼
い
頃
か
ら
大
工
だ
っ
た
祖
父
に
憧
れ
、
も
の

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
た
。
高
校
生
の
時
に
は
、

定
義
如
来
（
仙
台
市
）
の
五
重
塔
の
姿
に
衝
撃
を

受
け
た
菅
野
さ
ん
は
、
宮
大
工
の
夢
を
志
し
た
。

石
巻
高
等
技
術
専
門
校
（
石
巻
市
）
で
木
工
を
学

び
、
あ
の
五
重
塔
の
建
築
に
従
事
し
た
宮
大
工
の

棟
梁
を
訪
ね
、
弟
子
入
り
を
志
願
し
た
。
し
か
し
、

職
人
に
空
き
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
宮
大
工

の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
の
後
は
、
専
門
校
の
先
輩
の
仕
事
を
手
伝
い

ま
し
た
。
そ
の
と
き
仙
臺
箪
笥
と
出
会
い
、
塗
り

の
職
人
に
な
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
」

　

先
輩
の
紹
介
で
、
い
ま
の
師
匠
で
あ
る
長
谷
部
嘉

勝
さ
ん
に
弟
子
入
り
し
た
菅
野
さ
ん
。
13
年
経
っ
た

昨
年
12
月
に
、
一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産

業
振
興
協
会
か
ら
伝
統
工
芸
士
の
認
定
を
受
け
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
と
感
性
を
さ
ら
に

磨
い
て
、
仙
臺
箪
笥
の
伝
統
を
つ
な
ぐ
力
に
な
り

た
い
で
す
」
と
い
う
決
意
を
胸
に
、
菅
野
さ
ん
は

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
歩
み
出
し
た
。

塗
師

12

3

み
や
ぎ
の
優
れ
た
技
能
者
を
表
彰

平
成
30
年
度
宮
城
県
職
業
能
力
開
発
関
係
表
彰
式

業
界
関
係
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く

新
規
大
卒
者
向
け
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

　

宮
城
県
内
の
産
業
の
振
興
・

発
展
に
寄
与
し
た
技
能
者
な
ど

を
表
彰
す
る
平
成
30
年
度
の

「
宮
城
県
職
業
能
力
開
発
関
係

表
彰
式
」
が
11
月
30
日
、
県
庁

で
行
わ
れ
た
。

　
表
彰
式
は
、
卓
越
し
た
技
能
で

業
界
の
振
興
に
貢
献
し
た
「
卓
越

技
能
者
」
と
、
技
能
の
研
さ
ん
に

励
ん
で
い
る
「
青
年
技
能
者
」
の

そ
れ
ぞ
れ
10
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

卓
越
技
能
者
の
表
彰
を
受
け

た
、
東
北
発
電
工
業
株
式
会
社

利
府
製
作
工
場
（
利
府
町
）
の

村
上
純
一
さ
ん
は
、
過
酷
な
条

件
下
で
も
、
的
確
に
作
業
を
行

う
半
自
動
ア
ー
ク
溶
接
の
高
い

技
能
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　

青
年
技
能
者
の
表
彰
を
受
け

た
、
プ
ラ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
株
式
会
社
仙
台
事
業
所
（
村

田
町
）
の
佐
藤
博
幸
さ
ん
は
、

技
能
検
定
の
放
電
加
工
特
級
に

合
格
し
、
微
細
穴
加
工
を
こ
な

す
高
い
技
術
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
。
ま
た
、
社
内
外
で
若
い
技

能
士
の
育
成
に
積
極
的
で
、
将

来
の
業
界
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
期
待
さ
れ
た
。

　

卓
越
技
能
者
の
表
彰
は
39
回

目
、
今
回
を
含
め
、
６
６
８
人

が
受
賞
。
一
方
、
青
年
技
能
者

は
16
回
目
で
、
１
６
４
人
が
受

賞
し
て
い
る
。

　

12
月
25
日
、
２
０
２
０
年
３

月
に
大
学
院
・
大
学
・
専
門
学

校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
な
ど

を
対
象
と
し
た
新
規
大
卒
者
向

け
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
が

Ａ
Ｅ
Ｒ（
仙
台
市
）で
行
わ
れ
た
。

　

第
１
部
で
は
、
株
式
会
社
ア

フ
タ
ー
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ

（
仙
台
市
）
の
池
谷
昌
之
代
表

が
、「
２
０
１
９
年
企
業
の
採

用
動
向
と
自
分
に
合
っ
た
企
業

の
見
つ
け
方
」
と
題
し
て
、
就

職
活
動
を
始
め
る
前
の
準
備
や

就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
話
し
た
。

　

池
谷
代
表
は
、「
良
い
企
業

を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
企
業
の
情
報

に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

知
っ
て
い
る
企
業
や
業
種
を
増

や
し
、
幅
広
い
選
択
肢
の
中
か

ら
研
究
を
進
め
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

第
２
部
で
は
、
も
の
づ
く
り

や
Ｉ
Ｔ
、
建
設
な
ど
10
の
業
界

ご
と
に
分
か
れ
た
ブ
ー
ス
で
、

参
加
者
が
興
味
の
あ
る
業
界
の

関
係
者
の
話
を
聞
い
た
。

　
「
Ｉ
Ｔ
業
界
」
の
ブ
ー
ス
で

は
、
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
情

報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
に
所
属

す
る
株
式
会
社
エ
ヌ
エ
ス
シ
ー

（
仙
台
市
）
の
髙
谷
将
宏
さ
ん

が
、「
私
た
ち
の
業
界
は
、
み

な
さ
ん
の
日
常
で
活
用
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
同
業
者
間
で

の
取
引
が
多
い
の
も
特
徴
で
、

宮
城
県
で
も
企
業
同
士
が
と
て

も
良
い
関
係
性
を
築
い
て
い
ま

す
」
と
説
明
し
た
。

　

同
ブ
ー
ス
で
話
を
聞
い
た
学

生
は
、「
女
性
で
も
活
躍
で
き

る
業
界
で
、
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
増
え
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、

就
職
先
の
選
択
肢
に
加
え
て
検

討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
た
。
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も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
か
ら
学
ん
だ
成
果
を
発
表

平
成
30
年
度
み
や
ぎ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
事
業

成
果
報
告
会

　

１
月
16
日
、
仙
台
工
業
高
等

学
校
（
仙
台
市
）
で
「
み
や
ぎ

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
事
業
」
の
成

果
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。
同
事

業
は
、
宮
城
県
内
の
工
業
系
高

校
と
企
業
な
ど
が
連
携
し
、
も

の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
取
り

組
む
も
の
。
12
年
目
の
取
り
組

み
と
な
る
今
回
は
、
県
内
13
校

の
高
校
生
が
、
活
動
内
容
や
習

得
し
た
知
識
と
技
能
な
ど
に
つ

い
て
発
表
し
た
。

　

気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校
（
気

仙
沼
市
）
の
発
表
で
は
、
機
械

技
術
科
の
生
徒
が
、
電
子
機
器

組
立
て
作
業
３
級
の
技
能
検
定

合
格
に
向
け
も
の
づ
く
り
マ
イ

ス
タ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
た
講

習
会
に
つ
い
て
報
告
。
生
徒
は
、

「
い
ま
ま
で
自
分
が
行
っ
て
い

た
方
法
と
、
今
回
マ
イ
ス
タ
ー

の
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
方

法
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
に
驚

き
ま
し
た
。
教
え
て
も
ら
っ
た

方
法
で
検
定
試
験
に
臨
み
た
い

で
す
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　

伊
具
高
等
学
校
（
丸
森
町
）

の
発
表
で
は
、
機
械
系
列
の
生

徒
が
、
競
技
用
コ
マ
製
作
を
通

じ
た
技
術
指
導
な
ど
に
つ
い
て

報
告
。
生
徒
は
、
仙
南
地
域
で

機
械
加
工
業
に
関
わ
る
企
業
で

結
成
さ
れ
た
「
仙
南
マ
シ
ン
ク

ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
金

属
製
の
コ
マ
の
設
計
や
機
械
加

工
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
た
。
ま
た
、
生
徒

が
製
作
し
た
コ
マ
を
用
い
て
２

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
大
会
で
、

準
優
勝
と
３
位
の
結
果
だ
っ
た

こ
と
も
報
告
し
た
。

　

生
徒
は
、「
企
業
の
方
と
連

携
し
て
コ
マ
製
作
に
取
り
組
め

た
こ
と
で
、
社
会
観
や
職
業
観

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
生
徒
の
活
動

報
告
の
ほ
か
に
、
工
業
系
高
等

学
校
教
諭
に
よ
る
研
修
会
受
講

の
報
告
も
行
わ
れ
た
。

技能講習会などについて報告する気仙沼向洋高
校の生徒

伊具高校の生徒からは、コマ製作のほか、５Ｓ
研修などの報告もあった

卓越技能者の表彰を受ける村上純一さん

青年技能者の表彰を受ける佐藤博幸さん

建具製作や水産ねり物製造などさまざまな技
能者が卓越技能者の表彰を受けた

良い企業を探すポイントを説明す
る池谷昌之さん

ＩＴ業界やエンジニアの仕事の魅
力を話す髙谷将宏さん
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